
ケータイ・スマホ所有率 2017内閣府調査

所有率 ケータイ スマホ
小学生 50.4% 28.2% 27.0%
中学生 62.5% 14.2% 51.7%
高校生 96.5% 3.2% 94.8%

2014三重県教育委員会

三重県内の高校生 99.1%

  

 

 

 

 

 

 

人 権 講 演 会     上野西部地区人権啓発草の根運動推進会議                        

2月 3日(土)人権講演会が上野西部地区市民センターで開催されました。 

演題は『スマホで作る地域の絆』

～大人から子どもへ送る言葉～  

講師は、いがまち同和教育研究会 

ケータイ・スマホ部会推進委員の宮

田茂光さんが担当され、地域から 40

名余りの方が参加されました。 

講演はケータイとスマホの機能の

違いから始まり、進化するスマホの

利便性から、利用率が生徒の年齢と

共に上昇。高校生は、ほとんどの生徒が利用

しているデータが示されました。スマホでは、

友人間での連絡や情報交換に LINE がコミュ

ニケーションとして大変便利ですが、短文に

よる連絡のため、思い込みや、言葉遣いから、

行き違いが生じ、大きな問題や人権問題に発展する事があります。また個人情報に

ついても十分な注意が必要です。この事を十分理解し 親子、家族間での スマホ

の使い方にルールを設け大人が子供を、まったく放任ではなく、なんでも禁止でも

なく、見守る事ことが大切であると話されました。 

城下町のおひなさん 

恒例の伊賀上野・城下町のおひなさんが、2月 17

日(土)～3月 3日(土)開催されました。市街地の

上野中町通り各お店の店頭には、おひなさんが飾

られ、行き交う人の目を楽しませます。沖森邸に

は、江戸時代からの由緒あるおひなさんが展示さ

れ、訪れた観光客には葛湯をいただきながらゆっ

たりした気分観賞。商店街では、観る、食べる、

体験するを テーマにそれぞれ趣向を凝らした模様しが、開催されていました。 
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お菓子作り体験 

2月4日(日)和菓子作り教室が上野西部地区

市民センターで開催されました。 

健康･福祉･スポーツ部会では、例年『おた

のしみ工作教室』が企画されています。今年

は和菓子作り体験で、当日は幼児や小学生が、

家族ともに応募、子供 29 名を含む 54 名が、

参加しました。講師は 上野東町 桔梗屋織居 

中村伊英さんが担当され、和菓子作りの技術 

から へら切り技法 スプーン切り込み技法 布巾絞りの説明の後、指導を受けな

がら、和菓子作りに

取り組みました。形

を整え仕上げて行

くのには、柔らかで、

繊細なタッチが必

要で、親子互いに相

談しながら、神妙な面持ちで作業を進めて行き、

全員見事に完成。各テーブルには３種類の色とりどりの和菓子が並びました。 

上野天神祭 お囃子体験会                     教育委員会 文化財課                         

 2月 4日(日)上野天神祭お囃子体験会が開催

されました。例年だんじり町持ち回りで実施さ

れ、今年は上野西町が担当、参加者は同集議所

で、町の役員、囃子方から、摺り鉦、締太鼓を、

手ほどきを受けながら体験しました。 

だんじり町 9町のお囃子は、それぞれ独自の

曲を保有し、西町では６曲余のお囃子があり 

その中から２曲を体験しました。摺り鉦体験の

子供達は、戸惑いながらもすぐに慣れ上手に奏でるお囃子が集議所に響きました。 

 

ちぎり絵展 開催中 上野西部市民センターロビーで 3月 27日迄開催されています。 

 

 

 

 

 

 

上野西部地区住民自治協議会 

健康･福祉･スポーツ部会 

往古
お も

川
がわ

クリーン作戦 

日  時 平成30年3月24日(土)午前９時00分 

集合場所 上野西部地区市民センター 

往古川の水をきれいにしよう会 

上野西部地区住民自治協議会 



おしらせ 

〇3月16日(金) 伊賀市立上野西小学校卒業式 

〇3月 24日(土) 往古川クリーン作戦 

〇4月  6日(金) 伊賀市立上野西小学校入学式 

〇4月 7日(土)～5月 6日(日) 

     伊賀上野 Ninjaフェスタ開催 

伊賀市立上野南中学校 総合学習 

1月 30日(火)伊賀市立上野南中学校１年生 17名の上野天神祭【お囃子体験会】

が上野西部地区市民センターにて開催され

ました。南中学校では 1年生総合学習の一

環で『伊賀の伝統文化に学ぶ』を企画、伝

統を受け継ぐ人たちから、文化的価値や伝

統文化を継承する意義を深める。このテー

マで、伊賀市内 6カ所の博物館や会館、施

設の見学体験の中にお囃子体験が含まれ、

今回の開催となりました。上野天神祭の講

演の後、お囃子体験には、小玉町・福居町・

向島町の有志が対応し、摺り鉦 締太鼓と龍笛のお囃子がセンターに響きました。 

連続講座 伊賀流自治研修会開催 

伊賀流自治研修会が 2月 28日(水) ゆ

めぽりセンターで開催されました。『より

よい地域づくりを目指して』と題し、自

治協活動の研修会で、今年度 3回目とな

ります。今回は①諏訪地区②猪田地区③

壬生の地区④布引地区⑤博要地区、各住

民自治協会からの活動内容が報告され、

地域実情や進め方の質疑が行われました。 

 

『火の用心 ことばを形に 習慣に』

春の全国火災予防運動 



 

煌
星
伊
賀
句
会 

 

選
評 

 

大
野 

利
江 

 

大
琵
琶
に
鴨

張
の
水
脈

み

お

を
曳
く 

 
 

辻
野 

和
彦 

 

琵
琶
湖
に
鴨
が
ま
っ
す
ぐ
に
水
脈
を
曳
い
て
ゆ
く
。
ま
る
で
自
分
の
縄
張
を 

主
張
す
る
よ
う
に
。
こ
の
直
線
を
縄
張
と
見
た
と
こ
ろ
が
す
ば
ら
し
い
。 

は
か
な
き
も
煌 き

ら

め
く
強
さ
霧
氷
林 

 
 

天
野 

理
江 

 

は
か
な
く
消
え
て
ゆ
く
霧
氷
で
あ
る
が
、
そ
の
煌
め
き
は
か
く
も
強
い
も
の 

が
あ
る
。
は
か
な
さ
の
中
に
強
さ
を
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
手
柄
。 

残
り
ゐ
る
空
蝉
雪
を
背
負
ひ
を
り 
 
 

河
口 

亨 

夏
の
空
蝉
が
雪
を
背
負
っ
て
転
が
っ
て
い
た
。
雪
を
背
負
ひ
を
り
と
は
、
人
が 

負
う
べ
き
も
の
が
こ
の
世
に
あ
る
と
言
う
事
ま
で
言
っ
て
い
て
心
に
響
く
。 

青
銅
の
翼
に
つ
ら
ら
国
宝
級   

 
 

 

安
屋 
宣
子 

極
寒
日
、
テ
レ
ビ
で
報
じ
ら
れ
た
が
、
池
の
青
銅
の
鳥
の
翼
に
つ
ら
ら
が 

ま
る
で
羽
の
様
に
出
来
て
い
た
。
そ
れ
を
国
宝
級
と
詠
わ
れ
た
。
言
い
得
て
妙
。 

鴨
一
羽
岸
部
を
な
ぞ
り
群
を
待
つ     

田
畑 

寛
一 

 

鴨
が
一
羽
だ
け
と
な
り
、
岸
部
を
ゆ
く
。
こ
の
な
ぞ
る
と
言
う
言
葉
が
淋
し
さ 

 

を
表
わ
す
絶
妙
感
が
出
て
い
て
群
を
待
つ
に
そ
の
心
が
つ
づ
い
て
行
く
。 

ち
ん
ま
り
と
ち
ぢ
こ
ま
り
て
や
母
の
冬 

中
出 

隆
義 

 

母
上
が
ち
ん
ま
り
と
な
ら
れ
、
作
者
は
淋
し
さ
と
戸
惑
い
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
。 

誰
も
が
通
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
道
で
あ
る
。
親
と
子
に
あ
る
切
な
き
時
。 

蹲
踞

つ
く
ば
い

に
ふ
く
ら
雀
の
口
並
ぶ 

 
 
 
 

川
口 

義
和 

神
社
や
お
寺
の
蹲
踞
に
ふ
っ
く
ら
し
た
冬
雀
が
並
ん
で
い
る
。 

ふ
く
ら
雀
・
口
並
ぶ
が
絶
妙
。
春
を
待
つ
心
と
ふ
く
ら
雀
の
声
が
聞
こ
え
る
。 

見
く
ら
べ
て
孫
が
欲
し
が
る
年
の
豆 

 

炊 
 

規
夫 

豆
撒
き
の
景
、
孫
が
「
じ
い
じ
は
豆
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
っ
て
い
い
な
ー
」」
と
。 

じ
い
じ
は
豆
を
お
す
そ
分
け
。
二
人
の
会
話
の
弾
む
ひ
と
と
き
。 

雪
吊
の
天
突
き
さ
し
て

み
な
し   

 

冨
田 

ま
り 

北
陸
の
あ
た
り
の
景
で
あ
ろ
う
か
、
美
し
い
雪
吊
は
緩
む
こ
と
が
無
い
。
そ
れ
は 

天
に
ま
で
突
き
さ
し
て
い
る
か
ら
と
。
直
線
の
美
し
さ
が
映
え
る
御
句 

獅
子
舞
に
雪
の
連
れ
舞

し
か
り 

 
 
 

蔵
本  

稔
恵 

今
年
は
風
花
の
舞
う
日
が
数
日
あ
り
、
獅
子
と
雪
の
連
れ
舞
と
は
、
ま
る
で
一
幕

の
舞
台
の
よ
う
で
美
し
く
も
激
し
く
、
情
景
が
は
っ
き
り
見
え
る
御
句 


